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１．研究計画の概要 
 金属原子団の構造を高精度に 1次元配列制
御、2次元配列制御することは、「ナノワイヤ
ー」や「ナノシート」等の新機能性物質・材
料への夢を実現する鍵であるが、その分子科
学的配列法は未発達である。本研究では、既
存の金属の自発的自己集合法では達成でき
ない、高精度の金属の 1次元および 2次元の
規則配列法を確立することを目指して研究
を進めている。具体的には、共役 π系不飽和
炭化水素を「分子テンプレート」として利用
した新しい化学的手法を開発し、分子中で金
属核配列を精密に制御することを目指す。ま
た、次元あるいは 2次元の金属規則配列をも
とにした、新しい物性、反応性、触媒作用の
基礎科学へと展開し、新機能性物質・材料の
概念の創出を探ってゆく。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでに得た成果のうち、主要な成果は
次のとおりである。 
屈曲型１次元金属ワイヤー分子の創製 
 １次元金属ワイヤーの高精度金属核配列
制御を指向して、狙った位置での金属鎖の屈
曲を実現できるかどうか検討した。1,2-ビス
（4-フェニル-1,3-ブタジエニル）ベンゼン
（o-BPBB）を鋳型配位子として用いたところ、
２箇所で 30°屈曲した弓形パラジウム４核鎖
が形成されることを明らかにした。弓形パラ
ジウム鎖を含む o-BPBBサンドイッチ化合物
の構造は、Ｘ線構造解析によって決定してい
る。この結果は、屈曲した π―共役骨格を持
つ不飽和炭化水素配位子を鋳型配位子とし
て用いることで、１次元金属鎖を決まった角
度（今回の場合は 30°）で折り曲げることが

可能であることを示している。 
１次元金属ワイヤーと２次元シートの間の
相互変換を達成 
４核鎖パラジウム骨格を有するビスペリ
レンパラジウム４核錯体とシクロオクタテ
トラエンを反応させると片側のペリレンが
シクロオクタテトラエンと交換し、その際に
鎖状四核パラジウムが菱形状に骨格転位を
起こすことを明らかにした。さらに生成した
ペリレン-シクロオクタテトラエン混合サン
ドイッチ錯体とジフェニルオクタテトラエ
ンとの反応により、ペリレンとシクロオクタ
テトラエンがともにテトラエンと交換し、菱
形状４核パラジウムは鎖状に戻ることも示
した。 
１次元金属鎖サンドイッチ化合物のレドッ
クス誘起構造変換を解明 
 共役ポリエン配位子がパラジウム４核鎖
を挟み込んで生じる１次元金属鎖サンドイ
ッチ錯体が２電子レドックスを起こし、特異
な構造変換を起こすことを明らかにした。す
なわち、ポリエン－パラジウム４核鎖錯体は、
２電子還元過程で片側のポリエン配位子が
スライドし、上下のポリエン配位子が非対称
型でパラジウム４核鎖に結合した還元型サ
ンドイッチ錯体へと変換することを明らか
にした。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 本研究では、金属原子団の構造を高精度に
制御することを目指して研究を進めている。
現在までに、挙げた成果のうち、主要な成果
として屈曲型１次元鎖の合成を実現し、
Angew. Chem. Int. Ed.誌に成果を論文発表した。
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また、１次元金属鎖と２次元金属シート間の
相互変換を不飽和炭化水素鋳型を交換する
ことにより実現できることを初めて実証し、
この成果も Angew. Chem. Int. Ed.誌に論文発
表した。また、１次元金属鎖サンドイッチ化
合物のレドックス誘起構造変換について初
めて明らかにし、Chem. Commun.誌に成果を
論文発表した。 
いずれの成果も、金属原子団の構造を高精

度に制御するための極めて重要な基礎的知
見を与えるものであり、本研究は順調に進捗
していると考えている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は、これまでに得られた知見を元にし
て、金属原子団の構造を高精度に制御する手
法の確立を目指す。特に解明に力を入れる点
として、１次元金属鎖化合物のレドックス誘
起構造変換を利用した金属原子団制御の可
能性を探る研究をおこなう。レドックスによ
って精緻に金属原子団の配置を制御するこ
とができれば、新しい金属集合体の構築方法
の原理につながると考えられる。また、多様
な金属原子に対して、本研究で開発している
方法が適用できるかどうかについても明ら
かにしていく予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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